
EugeneO'NeillGDi GIl

"Moul壷唱BecomesElectra"試 論

佐 多 異 徳

〔1〕

圃 TheTll餌treOfTomorrow (1)

1910年代は商業主義劇堤に対して,小劇場運動,芸術劇場運動が興 り,中で

もProvincetownPlayersと 0'Neillの才能の結びつきはアメリカ輯劇を欧

洲の従属から実質的に独立させたものとして注目されている｡0'Neillを論する

盤合,ProvincetownPlayersの創始者 GeorgeCramCookの指導は総ての

人により高く評価されてきているが,批評家の KennethMacgowan,舞台装

置家の RobertEdmondJonesと作家の 0'NeillがCook の意志を継承して

続けた運動 (ExperimentalTheater,Incorprated)を取 り上げようとする批

評家は少いoこの活動はもつと注目され評価さるべきものではないかと思うO

Macgowanが1921年に出版した TheTheatreofT-orrorはこの運動の宣

言文とも見倣されるべきものであり,且つ実際に決定的な指導的役割をなした｡

Cookや Macgowanの演劇運動の棟本的態度は一言で云えぼ `̀tomakethe

theatreitselfreligious"であった｡換言すれば Dionysus崇拝の陶酔感情を

持つ 古代悲劇を現代に蘇生させると云うことで ある｡演劇運動が演劇の源流

である神話的世界,宗教的儀式えの復帰を 目指し始めたのは Nietzscheあ

た りから極めて顕著な事柄である｡Nietzscheの TlLeBirthofTragedy(18

72)はギ1)シフ悲劇の究明であったのみならず, 又明日の演劇運動の狼火であ

った.それはまた綜合芸術としての演劇の認識であり, Reinhardtや Craig

の影響を強く受けた Macgowan は戯曲と共に舞台装置や演出法を重んじた｡
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･̀Thedramatistofthefuturewillthinkmoreintermsofcolor,design,

movemeTlt,musicthanhedoesnow,andlessinwordsalone.川そして

mask,chomsらの復活を主張した｡且,戯 曲の 内容として精神分析学の駆

使を説いた｡山Psychoanalysis,tracingbackourthoughtsandactionsinto

fundamentalimpulses,hasdonemorethananyonefactor tomakeus

recoverthesenseofourunitywiththedumb,mysteriousprocessesof

nature_WeknOwnowthroughsciencewhattheGreeksandallpri･

mitivepeoplesknewthroughinstinct.Thetaskistoapplyittoartand,

inourcase,tothedrama"以上の態度は全 く0'Neillの態度でもあり,ギ1)

シャ悲劇と精神分析学は 0'Neillに絶えず働きかけた二大影響力であったo

M mLrningBecm7WSEleclra(1931)に至るまでの0'Neillの作品には,舞台上

の冒険を求めての 緊張の持続と思索の一貫した連続とがあり, MourningB8-

0mesEhelraはその集約大成された作品のように 思う｡即ちとの作品の成立

の必然性を上述の態度を持って 0'Neillが探究して来た足跡に見るのであるO

令,二大影響力の概嶺を為すことは,この作品理解の一助になると思う｡

宙 精 神分 析畢

個人の考え方はその個人の生活の仕方と相互規定的関係にあるのが 常態 だ

が, 0'Neillが多感な青年時代を放浪の生活の中に送った事は彼の考え方を強

く決定したようだ｡ 0'Neillは実人生の兵唯中から自分の肉体を通して,考え

ることを学んでいるoそれは,多くの人が指摘しているように,Kipling,Jack

IJOndolヽJosephConrad らの primitivism えの共鳴と影響によD,0'Neill

の劇作態度に決定的方向を与えた｡ 0'Neillの最初に出版した作品集 21hirsl

andO的erOne.actBays(1914)の中から Thirslを引いてみよう｡漂流する

筏の上に飢に死を待つ三人 dancer,gentleman,WestIndianmulattoがい

る｡ユダT,は何処かに水を隠して持っている｡ グンサ了は肉体を提供して末期

の水を求める｡ ニグロは紳士に彼女の死体を食べようと持ちかける｡紳士は憤

然として死体を海中に投げ込む｡ 怒った-〆.,は紳士の背中にナイフを打込
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む｡二人は組合ったま1鮫のいる暗い海中に落込むと云った荒筋. 一つの転限

状況を設定し,人間の反応を描き出そうとする｡原始的生命力の肯定,文明が

人間を歪めてゆくという彼の思索の端緒がある｡ 叉との界囲気をなす非情なせ

鼎こそ 0'Neillが常に対面し,彼の思索の契機をなすものであった｡

精神分析学は,アメリカでは,早くも1909年に Clark大学が FreudとJung

の二大家を招碑,新学説を講義して貰った位で,垣めて早く伝 り普及して今日
(2)

独自の成果を収めているのであるが,文学方面にも顕著な影響を為 した｡上述

の 0'Neillの態度が人間の心の深みに光を入れ,不思議な心理現豪を解明して

みせた精神分析学を容易に受け入れ,且,心を潜めていったのは当然であろうO

彼はこの心理学を学ぶことによって,舞台にいよいよ人間感情の暗所に対する

鋭い洞察を示すと共に,人間心理の分析的技巧を究めていった｡そして,肋 rJi-

ingBecomesEleclra の Notesによると,ギ1)シア悲劇即ち神話的原型的人間

悲劇を現代の心理学を用いて現代人に理解させるのだと言明 するに至った｡

OscarCargi11は 0'Neillの精神分析学的戯曲は Strindberg研究に始まる

と し,BeforeBreakfast(1916),TheRope(1918), D好 'rent(1920)

を MissーJulie的 themeの追究と見ている.確に D好 'rentに於ては sex
(3)

repressionのFreud的themeが見事に作品化されている｡ この抑圧をpuritan

tradition に対しての明確な攻撃の形として用いた 最初の作品が TheFt'rsI

M an(1922)であり,YankeeProtestantに対する 0'Neillの劇しい憎悪は

後の作品になるほど激烈に且,巧妙に表現されてゆく. これに就いて中野好夫

氏が ｢EugeneO'Neillと異数主義｣と題して DesireUTIde7.theElms(1926)
(4)

からMmLTlJ了i/,gBecomesElectraに至る作品の分析をされているほどである.

Tj'ieHairyApe(1922)に於ては-グt)の劣等感が取 り扱われ, AllGod's

Chilluli′GotWings(1924)は白人の潜在的優越感情とニグロの劣等感情の相魁

を描いた優れた作品であるo

Dualpersonalityのthemeは先づT/～eFounlai77(1925)に現われ,T/7～eGreat

GodB'.owra(1926)では Jungの `̀persona"の理論を採開,独特な仮面使用

の実験をしたO 更に DaysWit7wutErld(1946)には Jungの ｢陰｣を思わ
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せる弟二の人物を造 り出している｡

精神分析学といえば,OedipusComplexが最もppularであるが,Desire

UndertheElmsの Eben,StrangeInterlude(1928)のAhrsden,血zamES

Laughed(1928)の Tiberiusや Caligulaはこの COmplexの所有者であ り,

Dynamo(1929)ではこのthemeと其向から取組み, 耽,umingBecomesEleeira

に於ては後述する如くこのthemeの駆使は巧妙を魅めて余 りないほどである｡

このように 0'Nei皿の精神分析学の把握は一作毎に深まり,其の駆使は愈々

生彩を加えて行った｡

膿 ギリシア悲劇

国家的祭儀として盛大さを誇ったギtJシ7悲劇がMacgowanGroupの演劇

運動の意慾を駆 り立てていたO演劇がそのgenreを確立し,その頂点を趣めた

と息はれるギ1)シア悲劇の舞台を現代的意味に於て再現したいと望むのは当然

である｡実作者としての 0'Neulはその作品に於て,仮面,合唱歌舞団,独自,

三部作らを取 り上げてその積極的な努力を示したO 此等はギ1)シ丁のものの畢

なる復活模倣ではなくて,現代的意義を持った大胆な実験的試みであった｡

l互互11924年1月Macgo-an,Jones,0･Nenlの三人によって始めて上
演されたのは Strindberg の T/'1eSpookSonataであったが, その時仮面が

使用された｡ 又同年春,彼等によって,Coleridgeの詩 TheAncientMariner

の 0'Neillによりarrangeされたものが上演された際,水夫の合唱歌舞団に仮

面を使用した｡然し 0■Neillが独自の仮面使用を為したのは,極めて異風な戯

曲 TJ71eGreatGodBrow(一犯であったOこの場合の仮面は Jungの "persona"の

意味を持っていることはよく指摘されるところであるoDionAnthony に例

をとれば,彼の素面は聖 Anthony の表情であるが, 彼が外部に対する時は

DioTlySuS的仮面を附けるのである｡叉その仮面は Dionの死後Brownに移さ

れさえするoLazarusLaughedではその合唱歌舞団に7つの年令 区分と7っ

の性格区分による49種の仮面を使用したoStrangeZnterludeに於ては仮面を

こそ使用しなかったが｢内的独白｣を用い,彼のいう `̀anattemptatthenew
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maskedI)SyChologicaldrama･･･withoutmask"の役を為したOMourning
(5)

BecomesEZeetraでも,仮面は使用しなかったが,仮面的象徴的 make-upを

要求した事は注目すべきだ｡DaysWit.r'lr)ulEndに於て仮面使用が復活,Lov-

ingは Johnの｢陰｣の人物として Johnの death-maskを附けていた.斯様

に 0'Nei11は人間内面の二元性を表す為に仮面を使用してお り,新しい意味を

持つ試みといえる｡

事は述べた｡0'Neillが大胆に積魅的に合唱歌舞団を使用 したのは L‡zarus

Laughed に於てである.彼は次々八組 もの合唱歌舞団を萱堤させて,LazaruS

に療依する生の讃美の合唱をさせるO ギ 1)シア悲劇に於ける合唱歌舞団ほど重

要な性格を与えてないが,この戯曲は mask,costume,actionら極度に様式化

され,頻繁な choruS,danceなど MacgowanGroupの目指す綜合芸術とし

ての野心的作品というべく,その意味で, この合唱歌舞団の使用は新しい意義

を担っている｡ MourJ7ingBee,'mesEleL･tra には合唱歌舞団は登蒙しないが各

Partの ActOneの冒頭に数人の町の代表者を茸歩させてその役割に擬しよ

うとしているo例- PartOneActOne(from stagedirections)lheぬSt

threea1,e i:yPeSOf tmLPLfol/ミ7.atherthan indiq;i(iuals,acho71uSrePreSent一

乞ng the tのun COMB tO loo.l′,Lan'i listen anClspy ontherichand

eJ･elusiveMannon.'･.技巧的には面白いが,退化した chorus･は安易について

いるといわれそうである｡

｣互互lo,Neillは苗代軌の ｢独白｣ ｢傍白｣ を復活させるのに埼凱 な
かった｡殊に注目すべきは,StrangeZnterludeに於て使用され重要な技法とな

っている ｢内的独白｣monologueint6rieur,Interludism であるo対話以外に

自分の心の中で考えている事を口にする技法であるが,意識された考え許 りで

なく,半ば意識された又重く無意識的な心底の声 も表明され, そうする事によ

って人間を全面的に描き出そうとするものである｡ 従ってこの技法が彼の仮面

使用の歩合と同様な働きをなす尊は前述したo M,ノuri･･i･rLgBee,jmeSElectraで

はこの技法は用いられて なV･が,自然的 対話の中で, 精神分析学の 心理分析
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の技巧を駆使して これまで以上の効果を上げているのは 劇文学の中で一つの

押akをなしていると思う.これと関連して述べておきたい尊は,Freudの所

請 "MistakeinSpeechHが実に巧みに且悲劇的 iroTlyの効果を持って駆使さ

帆,この戯曲の結末を緊張に導ぴぃているという事である｡

I垂 lslraJ?ge Inlerlud- 9幕･上演時間5時間以上とVlう大作で,
Spillerの文学史や,lVi/.ePlり･ySByEuge)EeO'Ne2'llの Introduction (by

JosephWoodKrutch)に於ては明に"trilogy"といっている｡次いで Dy77am O

が `̀WhatisGod"の三部作の第一部として出されたが,惨めな失敗に終 り,
(6)

第二部以下の放棄となったoO'Neillが事実三部作として成就したのはMourni77g

BecolneSEelclraであったO後1946年上演の TI'lelI†emanComet,･1乙も同様の大作

である｡0'甲eillは又 GeorgeJean Nathanによると1934年以後の沈黙の間

に,1754年から1932年 までのアメリカに取材した九篤からなる大規模な戯曲を

書きつ もあったという事である｡ 01Nei11は戯曲の上で現代の長篇小説がなし

ているように幾代にも亘る大絵巻を繰拡げて, 人生に肉迫 しようと したらし

い｡ これはもうギリシア悲劇の 三部作をはみ出し,0'Neillが現代人として歴

史的流れの人生の莫大さの中に人間を探ろうとする大野心を示している事に な

る｡

jIEjE

Mou/,mingBecomesElectrlLは 0'Neillがギ t)シ了 の伝説や悲劇にみられる

Electra-Orestesthemeを LincoITl時代のアメリカに移し, もう一度人間を

語 り直そうとしたものである｡即ち,現代心理学を用うる享によって,ギリシ

ア悲劇では外在的超自然的なものであった Fateや Furiesを人間の内面に内

在的なものとして見出す専により, この神話的原型的悲軌を現代人に理解させ

ようとした｡以下 0'Neillが現代心理学をどのように取扱い.人間の内面に_見

出されたギ1)シフの FateやFuriesとは何であるかを見よう｡

蘭 CH1riStineの Fru8tmtion
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との戯曲の発端をまづEzra-Wannonの妻Christineの frustration に求め

る事が出来る.それが結婚の夜の交渉に関係ある尊は Christineの口からも度

々語られるところであるが,乙女の男性や結婚に対するmySteriousなromantic

な夢が Ezraの荒々しい野獣性の為に無惨に打破られたのであろうか｡むきだ

しの攻撃的情慾が配偶者を危機に陥しいれ,為に生活の享受を不能にする事は

よく知られている｡以来 Christineにとって Ezra は "disgustH以外の何物

でもなく,愛の鼓を固く閉ざして受動的に妻の役目を果す事になる｡されば

Ezraは何時も蒲される尊のない愛の欠損に対する焦燥に悩まされ,且香応なし

に押し包んでくる自己嫌悪の情に苛まれているのである. 彼は仕事の面で次々

に成功したが, 自分の世間的有能さは失われた愛の代償に過ぎない事を知って

いる不幸な男だった.斯様に夫に向って拒香した愛を息子の Orin に注ぐ事に

よりChristilleの20余年は無事に過ぎたが,CivilWarが勃発し,0rin を戦

堤に奪い去られ,彼女の蘭に Brantという男が現れた時, 悲劇はその轍をし

るし始めた｡

上の悲惨な生活が,その中で LaviniaとOrinがその性格形成を為し,現代

の Electraと Orestesとなるに至った環囁であったB 即ち後述するようにと

の異常な三重項の中で形成された彼等の neurOticpersonalityが悲軌の畢輪を

所謂 Electra･Orestesthemeえ駆 り立て 1ゆくのである｡個人の性格はその

環境殊に両親との関係に於て形成されてゆく享は Freud の心理学が明かにし

強調する所である｡ この親と子との関係は次の世代でも又新しい因と果となっ

て次から次えと伝えられて免れ難いように思われる. 親の歪が子の歪えと繰返

されてゆくこの Viciouscircleとそ,0'Neillが現代人の内面に見出したギ1)

シアの FateであったO更に Christineを 失望させた Ezraが既に失望させ

られていた事実を知るならば,TheM二annonsのviciouscircleに対する理解

を深くする事が出来るであろうQ後ほどTheMannonsの項で取 り上げたいQ

圏 Lavinip.の Fz,･therFi7mtion

妻の愛を阻害された Christineは最初の子 lJaViniaを夫 Ezraの子としか
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息われなく母親の愛を注 ぐ事が出来なかった｡"You〔Lavinia〕werealways

myweddingnighttome- andmyhoneymoon."(PartI,Act2)

I･aviniaは母の dis辞lStLか受けなかった｡この失望は意識的に無意識的に母

えの憎悪を培った｡妻の愛を失い,息子 0rinを妻に独占された Ezraが ハI

turnedtoViTlnie" (I,3)というのは当然で,又hviniaが父に異常な愛着

を抱いた事も無理はない.Freudの精神 分析学は Iibido の発達過程 に於て

小児が異性の親に対して愛着を, 同性の親に対して敵意を抱 く時期を通過する

事を想定し,之を OedipusComplexと呼んでいる.一般にはこの傾向は克服

解消されてゆくのだが, その時期の異常な経験は libidoの停滞を生じ, 母親

(父親)固着を惹起すといわれている｡上述の体験が Laviniaに父親固着を近

した事は容易に理解出来る.舞台に溢れるLaviniaの母に対する激しい憎悪,

父に対する異常な愛着の拠って来るととろは深いのである.

Laviniaは自分と父との関係を L̀duty"という語で割 り切ろうとしている.

StrangeZnterludeで NinaはパtheliesinthesoundscalledwordsH(Act2)

といつたが,Christineは Laviniaの無意識の中にあるものを看破 していた.

`̀You'retriedtobecomethewifeofyourfatheralld the.motherof

Orin!You'vealwaysschemedtostealmyplace!"(I,2)即ち Oedipus
Complexに於ける incestuouslove的傾向を指摘している.

この無意識世界に於ける奇怪な三角関係は今一つあって, との悲劇の両輪と

なっている.それは Brantをめぐる母娘の暗黙の乳蝶である. Ezraや 0rin

そっくりの Adam Brant(実はEzraの叔父 Davidと女中 Marieとの子であ

る)が突然現れたのは Ezra や 0rin が CivilWarで出征中の事で, 早速

I.aviniaはBrantと一緒に月夜の浜辺を散歩しているo然しLaviniaはBrant

が自分に言い寄るのは母 christineとの交渉を Camouflageする為に外なら

ぬ事を確認すると,Brantに対する愛情を抑庄して了つで情意の念にす りかえ

た｡ 抑圧されたものは無意識の中で生き続ける｡頁に組成化を続け絶えず意識

の扉を打破ろうと努力している.PartThreeActTwoに放ける 0rinの鋭

い洞察 HYou knOw damnedwellthatbehiTldallyourpretenseabout
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Mother-smurderbeinganactofjusticewasyourjealoushatredI-

-youwantedBrantforyourself!川に対 し `̀It'salie!Ihatehim!"と激

しく抗議 し乍ら,この戯曲の終 りの所で Peterの腕に抱かれている時,Adam

の名前を 口ばしるのである｡この二葛の関係が Laviniaの母に対する憎悪の

念を倍加し,父が母に毒殺されるに及んで,あの互大な復讐の意志となったB

Brantを殺 し Christineを自殺に追詰めるまでの I,aviniaの行動は冷く固い

復讐の魂そのもののようだ｡

Lavinia が復讐を遂げる前と後の態度は哉然たる変化を示す｡ Ⅰ'ar亡One,

Twoに於ては父GeneralMannonの態度に似,PartThreeでは母Christine

に酷似している｡この変貌をどのように理解したらい iか｡精神分析学では,斯

様に他人と同一化 しようとする心理の meChanism のある事を認識し,これを

摂取作用 Introjectionと呼んでいる｡それは｢愛する対象を自己のうちに再生

する過程に名づけたものである｡ この内心の対象が現実の対象がするように当

人の行為を導くような種類のものである｡｣ ｢摂取作用の最も顕著な例は我々
(い

が舞台や 映画の俳優達,殊にあこがれを持ち, 丁度 自分もや りたい と思うよ

うなことをやっている,と思うような人達と自分を同一一化することである｡｣
性)

Laviniaが父と同一化した事は容易に理解出来るが,憎しみの母と同一化したの

はなぜか｡これに答えるには,女性心理の特殊性を理解する必要がある｡ 女性

は瞬間々々に自己の感情の合理化を無意識裡に遂げてゆくという事である｡ 女

性は月経,姫振,出産,噂乳らの営みに香応なしに受動的に自分の生活を順応

さしてゆかねばならぬ｡ それで女性は男性よりもより多く現実 (現在)に結び

つけられてお り, それに即応するよう余儀なくされている｡現在の瞬間だけに

生きる可能性は女性に於て大であり, 女性には過去と未来とはより稀薄な関係

にある事になる｡ 故に女性に於ては反省は洩薄にな り,罰の意識は消失しよう

とする｡女性が刻々に自己の感情の合理化を遂げてゆくゆえんであ り,常に正

義派であるゆえんであると思う ｡

さて,hviniaは母 Christineが Brantの後を追って自殺して了うと,

`̀anactofjustice''の名に於て,自分を正当化し感情の合理化を行って一片の
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罪悪感さえ抱かない｡一度父が亡くな り,母が逝って了うと,父えの愛着も母え

の憎しみも悉く拘え失せて了ったようにさえ思われる｡東洋の族にあって La･

viniaは0rinの言葉通 りすっか り変って了った｡̀̀Arldshe'sbecomeromantic!

Imaginethat!Ⅰnfluenα ofthe"darkanddeepblueocean"- andof

theIsland,eh,Vinnie?"(PartJIAct1Scenei)現実えの敏感な反応が彼

女の本質であるから｡そして今や,彼女の抑圧されていた無意識の!所望一父の

秦,Orinの母親叉 Brantの恋人として母 Christineに代ること一 は自由に

伸長しようとするoそこでLavinjaは無意識裡に母と同一イセしているのである.

財 0riIlの MothorFi訊tion

Laviniaが自己感情を合理化し,罪の意識を抱かす目的を遂行してゆく現実

的性格であるに此し.0rinは如何に悲劇的相貌を皇している事か.如何に苦悩

する魂を持っている事か｡Ⅰ｣aviniaに於てはた 反ゞ応と行為とが あるだけだ

那,Orinに於ては行為に先立ち選巡が,後に位相がある.0rinの運命は母え

の異常な 屈折,姉 Laviniaの抵抗にあい,送に死k:導びかれていった｡Orin

の自己破壊k:突き進んだ心理の meChanism を探ってみようo

Christineは Orinが生れる頃には生活に諦めを持つようになってをり,良

夫 Ezraは MexicanWarに出征していたので, Orinは本当に自分の児の

ような気がしてすっか り愛情を注いだO妻の愛が得られず却ってその愛が0rin

に注がれているのを知った Ezraは,それでもOrin を憎むまいとした｡然し

彼が `̀ItriednottohateOrin"(1,3) という時は裏返せば憎しみを抱いて

いる事を衷しているo Orinは Laviniaと反対に父に憎しみを母に極めて異

常な愛着を持った｡ そして母と息子が外から隔絶した小さな秘密の世界を造っ

て其処で 生甲斐を感じているとしたらなんという暗い歪んだ愛情であろう.こ

の母子の関係が突然に鼓される事は大変危険な事であった｡Ezraと Lavinia

がマノン家の義務という大義名分をかざして 0rinを出征させて 了った時,

Christineの胸の中にはた ど憎悪,復讐の念,愛の軌があった｡それが 0rin

に似た BraTltが現れた時,Christineを不倫の愛慾に狂わせたのガ｡
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一方 0rinは, Brantに愛情を移して了った母の手紙がまどうにな り冷に

なったのを感じた時,脱毒し帰宅しようか, 叉は殺されて~rいたいと思った｡

この"getkilled"の願望は彼の負傷事件に無関係ではあるまい｡0rinの"Iwas

alwaysvolunteeringforextradanger･"川,2)という事実は無意識裡に働
くHgetkilled"の願望の現れともいえる｡両も Orinの 山getkilled"という

願望は他の面からもつと根深い必然的なものとして把捉され,彼の負傷事件の

もつと強力な理由となっていると思う｡

ErnstSimmelの Wu･rNeu7.OSeSなる論文によると,0rinのような傾向性の
(3)

ある者にとって,戦争は自国を母,敵を父の秦徴とする OedipusComplexの

situatiollとな り,且つ父に対する二つのimageの分裂-thebadandhated

fatherと thegoodfather- を惹起 し,前者は散であり後者は上官であると

いうのである｡そして上官との問が うまくゆかなくなる と,上官も叉 小hated

father"とな り散と同一祓される｡すると罪悪感の為に山getkilled"という衝

動に,%られる時は oVer-agreSSiveになり, 極.めて勇敢な行為を示す車がある

というのである. これは母を所有する為に父親叉はその代理になる者を殺した

いという OedipusComplexの父親殺しの幻想の変形であろうが,0血 の負

傷事件に照明をあてるものであるo

Orinの上官は最初から憎しみの実の父であったのであり, 上述の乳棟は更

に重大なものとなる｡仙∬erFatl一erJwastIleWartOme- thewarwould

neverenduntilIdied"(Ⅰ,3)という 0rinの言葉の示すように Orinの

戦は寧ろ父との間にあったのである｡敵味方とも戦争というものが jokeだと

理解し握手したら父のような愚な将軍こそ笑い者だと考えると, 可笑 しくな り

手を差出し乍ら敵の方え歩いていった｡ すると却って頭に負傷したので気が狂

って怒鳴 り乍ら突進したら,味方の者が続いて飛び出して来て意外に戦線の一

部を占領 して了ったという負傷事件は更に説明の要はないであろう｡

この乳嘆を更に明確に表わしているのは Orinの殺人の反省である｡

`̀I hadaqueerfeeling thatwasmeantmurderingthesamemanoverand

over,andthatintheendIwoulddiscoverthemanWLLStnySelflTheirfaces
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keepcomingbackindreatr)a-andtheychangetOFatheT'sface- OrtoTnine

-Wlmtdoesthatmean,Vinnie?〟(F,3)

頁に Brantを射殺した時

-̀Thisislikemydream.Ⅰ'vekilledhiTnbeforeoverandover." `̀Do

youreTnembermetellingyouhowfacesc'fthemenIkilledcameback and

ch8ngCdtoFather'8faceandfinallybecamemyown?Helookslikeme,too!

MaybeI'vecommittedsuicidel."(Ⅱ'4)

即ち, 父を殺したいという願望から guilt-feelings更に desireforself･

punishment(̀̀getkilled"の願望)が誘発され,atonementとして,0rinの

負傷事件が起きたのであ り,`̀badandhatedfather"である敵の顕が実の父

叉代理である Brantの顔に,更に 自分が殺して代 りたいと思っている父や,

Brantの顔が自分の顔になり,自殺したのではないかという気特になるのだ｡

I.aviniaが `̀Forheaven'ssake,forgetthewar!It'sovernow."と懇願す

るに対して 0rinが HNoinsideuswhokilled!Therestisalljoke!"と

呼ぶ時,如何に殺人者 Orinの内面に於ける乳喋が困難なものであるかを物請

っているoそして(Oppsitionofpaganismagainstthechristian conscience

うFearofblasphemyぅ)FeelingsofguiltうDesireforself-punishment

JAtonmentの一連の prOCeSSは人間心理の自然な動きであり,Crimeand

punlshmentの pSyChologicalmechanism と もいうべき もので,これ こそ

0'Neillが現代人の内面に見出したギt)シャの Furiesであると思うo

Laviniaは Christineと Brantの関係を Orinに確認させ,彼の嫉妬を濃

立てて Brantを射殺させる｡Orinは母に向って赦しを乞うが Christineは黙

して一言も発せず Brantを追ってピストル自殺を遂げる｡Orinは虞にFuries

に追われる身となる｡Laviniaはそのような Orinをせきたて 1東洋の旗に出

かける｡PartThreeはその旗の帰宅から始まる｡Orinは前より一層恐ろしく

痩せその顔は生気なく茎である｡ 今の彼は母に対する苛茸の念に苛んでいるそ

れ 以上に姉に対する気拝で悩んで いるoこれは今迄の どの Electra･Orestes

themeの作品にも見出されない0'Neillが無意識の心理学に息を潜め其処から
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導き出した彼の独創にか 1るものといえよう｡つまり0rinは母えの傾向ino飴tu-

ouslove を姉 LaviT)iaに転移してその抑圧に於て neurO監Sにか 1つてい
(4)

ると思われる｡

例えばこんな事件があったo旗行中 SanFranciscoえの航海中 Laviniaが一

等運転士の Wilkinsに心を寄せたという事,そして SanFranciscoでLavinia

が今迄 着けた喪服を捨て母が嘗て 着ていたのと同じ緑色の服を買ったという

事である.0rinは斯様な姉の態度を許せなかった. というのは姉の無意識世

界の深層まで見透していたから.`̀Wilkinsremindedyou ofBrant"."You

wantedWilkinsjustyou'dwantedBrant〃〔1,2)姉が次第に母のうよにな

ってゆくのに不安を感じ,母そして叉姉の恋人のBrantに対する憎悪は再び激

しく0rinを捉えて,0rinは嘗ての母に対するjealousyを今姉に向って燃し始

めた｡南洋の島での姉の大胞な土人達との交際,殊に Avahanniというhand･

someな土人との関係は 0rinのこの傾向に拍草をかけた｡Orinの次の言葉は

上述の彼の過敏点に対する抵抗を表している｡ "They〔thelslands〕onlymade

mesick- andthenakedwomendisgustedme.IguessI'm toomuch

ofaMannon,afterall,toretum intoapagan."(Ⅰ,2)Orinは自分が

母とBrantとの関係に苦んだ父の立場に段々似てくるのを感じている.事実彼

が旗から椿った時の容姿動作は父に同一化している事が 卜書に指 示 され てい

る｡島から逃げるようにして姉をせきたて 1帰って来たのだ｡然し姉の Peterと

の結婚の決意を知ると, はっきり自分が毒を盛られた父の立堤にある事を認め

た｡此処で 0'Neillは正しく姉弟の乳棟をその両親の再版として eVildestiny

即ちviciotlSCircleを垣端と思われるほどに明確に描き出そうとしているoさて

そこで 0rinは殺されるかもしれないという恐怖心に捉われている｡ それ以上

に殺されたいという願望を持っているといった方がい lだろう｡父の書斎に閉

ぢ語 り蝋燭の灯のもとで `̀Atruehistoryofallthefamilycrimes"をもの

しているのは明に死の準備をしていると考えられる. いろいろの表現の中で直

接に彼の気特を吐き出しているのは,姉に向っての次の言葉だろう. `̀Then

whydon'tyoumurderme?rllhelpyouplanit,asweplanedBrant'S,●
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sotherewillnosuspiciononyou!AIldl'llbegratefullIloathemy

life!"(皿,2)

然し Orinは姉こそマノン家の中で一番の犯罪者であり,罪の報を受けるべ

きだという,祖父 Abeの劇 しい論理を持っているO

''Butyoulookout!I'llhewatchingyou!Andlwam youlwoll'tstandyour

leaving me forPeter!Ⅰ'm golng tO Putthiscollfessionl'm writtenin Safe

bands- 1obereadillCaseyoutrytOmarryhim-oTifIshoulddie''(I,2)

斯様にして姉を窮地に追いつめて了って,

(HeLdaresatherandBu yadistortedlookofdesirecom es a ,er hisftuv)

-̀Yousaidyouwoulddoallythillgforme.That'salarge prolnise,Vinnie-

anythitlg!"(恥 3)

l̀IloveyoullOW Withautheguilti,Ime-tlleguiltwehave!PerhapsIlove

toomuch!" (¥.3)

oTherearetimesIIOW Whellyoudon'tseem tobemy sister,IIOtMother,

but80meStrallgerwiththesamebeautifulhair- (Hetouchesherhaircaressin9ly.

blhepu払 tTi血 tlyauxly) (虻,3)

遂に自分の incestuousdesireをはみださせて了い,姉の拒否にあって,ど

ス トルで自殺し returningtothemother'swombをとげた｡

魔 ThL,MaunollS

fbhold,thestormofwoedivine/ThatravesandbeatsonAtreus'

line/Itsgreatthirdblasthathblown.- --- AndnowtheoffspriIlg

oftherace/Standsinthethird,thesavior'splace,/Tosave- or to

consume?/0whither,ereitbefulfilled,/Ereitsfierceblastbehushed

andstilted,/Shallblowthewindofdoom?
('5)

Aeschylusは Atreus家の罪業を斯様に歌った｡0'Neillも又 Mannon家

の宿業ともいうべき罪業の輪廻を用意している｡この戯曲に現われ.る Mannon

豪の系譜の最初の人は Abe(Ezraの父)である｡Abeの CharacterはEzraの
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死んだ姉のお守 りをしていた MarieBraTltbmeを自分で愛していながら弟の

David(Brantの父)がその女に妊娠させた事を知ると, 二人を家から追い出

し家が汚されたといつて壊 して了って新しく現存の邸宅を建てたという事件で

充分知られるところである｡強大な desireの所有者であ りながら,厳格過ぎる

pudtanであった｡愛が 一度阻止されると,此の puritanの良心はその寸竜

も仮借のない攻撃性を発揮,強烈な破壊力を持つ憎悪の念を燃え上がらせたo以

来Christineがいみじくも `̀templeforhishatred川といったように,この邸は

誤ったpuritanの憎悪の妖気で満ち満ちている.Abeの斯様な性格は文子Ezra

の夫であった｡老僕 Sethの語るところに拠ると,Ezraは子供乍ら Marieに

夢中でMarieが叔父の思い者と解ると叉誰よりも憎んだというのである.彼の

との幼年期の経験は生涯の重大な障害となった｡即ち,Marieえの屈折により,

彼の libidoは停滞し,Marieえの固着を惹起し彼のmatureseXualityの発達

が阻害されたo例えば PartOneActThreeで Ezraは Christneに向って

uOnlyyourhairisthesame･･･yourstrangebeautifulhairIalways-"

(Ⅰ.3)といいかけて口を喋むのだが,50才の今日のEzraに佃同種類のMarie

の髪の毛がからんでいるのである｡この Ezraの男性の未熟さが妻 Christine

を frigidityにして了ったのだ｡

既に分 り過ぎている事だが,Mannon家の viciouscircleの内容を為すもの

は Mannonbloodに潜む incestuouslove的傾向とNewEnglandのpuritin

的精神の葛藤より生する心理的dilemmaであるOその血とその心理的dilemnu

(無意識の COmplex)は次から次えと伝えられて誰もこの宿命的 circleから逃

れられないのだ｡Orinが自殺して,Mannon家最後の人となった Laviniaは

その亡霊どもから逃れて Peterと結婚し新 しい生活に踏み出そうと決心する｡

だが彼女は Peterの胸に抱かれている時,無意識に,Adam (Brant)の名前を

呼んでしまった｡uAIwaysthedeadbetween!It'snogoodtryingany

moreI''HLoveisn'tpermittedtome･Thedeadaretoostrong."(耳,4)

彼女は結婚をあきらめ,過去の重荷を負って,堪えてゆく決心をするに至るの

である｡
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こ iで附加えておきたい の は,Mannon家の人々によって繰返される二つ

の melodyと もいうべき ものがある.一つは秘めるどとく しのぶが どとき

pianisimo･一つは青春のどとく理想を語るどとき fort. 前者は Marieの美

しい髪であ り,後者は TheSouthSealslandsの幻想である.

Marieの葉に就いてOとの髪と Ezraとの関係は寸前に述べた.叉 0rinに就

いても彼のMotherFixationの項最終のところに見られる如くである｡Brant

に就いては,PartOneActOneに於て彼が Laviniaに彼女ら母娘の髪が

母の夫に似ている事を話すところがある｡斯様に,襲えの異常な関心によって

Mannon家の男性達は総て Marieに結びつけられている事が示されているo

Marieには 0'Neillが彼の作品に於て屡々登上させる EarthMother的なも

のが感ぜられると同時に, 一人の女性をめぐる近親間に於ける桔抗乳蝶の暗い

血の流を暗示しているように思われる｡

TheSouthSealslandsの幻想に就いて.PartOneActOne,PartTwo

ActFourに於てBrant;PartTwoActTwoに於て Orin;PartthreeAct

OneSceneOneに於て I.avinia は全く相似 した幻想を語っている｡ 中でも

0rinのは特徴的であり,幻想の本質をのぞかせているO戦場で Typeeを借 り

て読称,peaceと warmthと SeCurityの theSouth Sealslandsの幻想

を抱 くのだが,頭が 変に なった時には,母と一緒に その島に住んでいるよう

正感じた｡ 然 し母の姿は見えず島全体が母であったというのである｡Freud的

に考えれば,母なる島にいるという事実は母を所有したいという慾聖の戯曲化

された表現とみられる｡TheSouthSealslandsの幻想は明にOrinのincesh -

ouslove 的傾向の顕現された夢であるOその清春内容が巧みにdisguiseされ

て顕現 しているので検閲官 (super-ego)の日をあざむいて罪の意識を惹起す専

なく自由に描き出されるのであ り,忘却と平和の世界,死と罪のかげのさ1な

vl楽土として A4annon家の人々の夢となるのであるo

〔甘〕

MmmLingBecmneLiEleclrL7は屡々その melodrama性を指摘されている0
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Cudiffe は ｢之れはみどとなメロドラマではあるが,まったく悲劇ではない｡｣
(1)

と垣言している｡果して一概にその様に一蹴し去るべきものであろうか?此処

で 0'Ne弘lが theme-patternを借用したというAeschylusの三部作と比較し

ながらその悲劇性に就いて考えてみたいと思う｡

0'Neillの三部作

Eome Cm ing

E2:raMannon南北戦争終了して帰宅,

妻 Christineに毒殺さオl.る.

TheEunled

Orin復員す｡姉 LaviI血 ,Orinの嫉妬

の情を駆り立て, 母の恋人 BTaIltを射殺

さす｡母 Chrisline自殺する｡

The Hunted

Orill,母を殺した苛貢,更に姉に対する

気持で悩み,遂に掛 こ対し incestuousde-

sire をはみ出させ拒否され. 自殺する｡

Lavinia,Peler と結婚しようとするが'

Mannonbloodの宿命を知 り,戸を釘づ

けさせた家の中に閉ぢこもろうとする｡

Aescbylusの三部作

Agame77抑

AgamemnOn王,トロイア役より凱旋,

娠 Clytemnestraに謀殺される｡

The Choephori

他国に逃れていたOrestes帰国, 姉 E-

1ectraと会遠｡母C1ytemneslraと姦夫 Ai-

gisth08を成す.

The Eumenides

Oresterは母の呪岨のためFurisに追わ

れる身,Apolloの加護によりAlhellaに

救けを求める,女神は判者としてアテーナ

イ市民12名を よびて法廷を開き,女神の

castillg VOteによりOreslesは罪の赦免

を受け,Furiesは ｢慈みの神｣となり神殿

を設け祭られ市民の尊崇を約束される｡

Mannon 家 系 図
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Atreus 家 系 図

Dabid= MarieBraI116me
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Adam BraIlt

Atreus Thyestes
l l
AgamemnOll - Clylemnesは8- Aigisthos

l

Electra Orestes

簡単な比較だが,0'Neillがその theme-pattem を Aeschylusの trilogyを
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意識して借用した事が分ると思う｡然し例えば Electraは Aeschylusでは弗

二部にのみ登上 Orestesを激励する程度である.HofmannsthalはSophocles

のElectraに倣ってあの強烈な性格の Electra を作 り上げたというが,0'Neill
(2)

のhviniaもそれに似ており,三部通して堂上,女主人公となっている.neurotic

な Orinは寧ろ Euripidesの Oreslesに出てくる Orestesに似ているなど,

themepatternを借 りた という程度で,其解釈,性格づけに於て,全く臭っ

た独自の世界を描き出している｡

liIOah8trOphc
悲劇の定義を行おうとすると仲々困難であるが,今常識に従うと,厳粛崇高

な感情を起させるような真面目な内客と形式の,演劇の一genreといえようか｡

古代劇の再生を計ろうとしたルネッサンス演劇論では,材料として高貴な身分

の者を取壊い,形式に於て始め明るく結末が暗いものと考えられた｡専らその外

形的親祭に経ったのは己むを得ない｡ ギ1)シャ悲劇は発生的本質よりみても必

Lも終末を暗くする必要はないので, 明るい解決をもって経っているもの (近

代演劇論では解決劇と呼んだ) もあ り, 実際には その方が多いのである｡

HegelやBradleyの悲劇理論に従えば,ul也matepowerともいうべきものがあ

り,悲劇の結末はその eternaljusticeを示すもので,悲惨なる破滅に経る場合

でもそこには必ず reconeiliationがあると主張している｡この理論は最も広く
(3)

通用していると思われるものだが,勿論普遍的規範ではあ り得ない｡然し,悲

劇に於ける Catasropheは悲劇の悲劇たる秘鍵を蔵しているように思われるが

今は遂究している余裕を持たない. ただ悲劇は厳粛悲惨なものだが catastro

pheはなんらかの意味の救済を示していなければならないように思われる事だ

け指摘しておこう｡

0'Neillのこの作品の結末もその悲劇性を論する堤合,一番先に問題になる

と思うO叉その大筋だけを見るならばAeschylusの悲劇との一番大きな相違点

もこの結末にあるので,この点に於いて簡単に考察したい｡
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は神の正義 ∂E叩或は運命 dJ)丘γ岬 の実現と見ていたようだ｡然しギ1)シ7人
の宗教は神人同質型であり, ｢神人同質型の宗教は本質的に柔軟性がある｡ そ

れは批判と再構とを受け入れる｡ 且つ殆んどそれを歓迎する位である｡｣ので,
(4)

運命や神に対する態度は各悲劇詩人によって著しく異っているO 而してギ1)シ

7人を支配しているもつとも本質的な精神は討論を好み対話形式で叙事詩や歴

史書さえ書いた彼らの対話の精神 SEαAeKTE碗 EI]ち理性的調和を計る合理精神

であろう｡

Aeschylusの TheEumenidesに於ては 艮人殺しの罪と母殺しの罪の軽

重が問題となるのであるが,その解決の仕方は上の精神を遺憾なく表わしてい

る｡女神 Atllenaはアテーナイ市民12名を呼んで法廷を開くと両者同数とな
(5)

り,女神の CaStingvoteにより,その罪前者を後者より重しとし,Orestesに

母殺しの託宜をなし,今弁護に当っている Apollo の主張はその義しさが証さ

れ,Orestesは赦免される｡一方後者を前者より重罪とする Furiesは ｢慈しみ

ある神 ｣々とな り, アテーナイに神殿を設け市民の尊崇を受けるよう約束され

るO斯様にして見事な reconciliationがなされているo

ギ1)シ ャ悲劇の reCOnCi止ationは彼等の弁証法的精神の表現であると同時に

Dionysus祭典の国家的行事として,etemaljustice の行為を~衣し,神の正義

SE印 を讃える為に当然あらわれたものであろうO ｢舞台の哲学者｣と呼ばれ,

先輩の悲劇詩人達より余程近代的な考え方をした Euripidesが機械の神(dens

exInaChina)を持ち出してまで reCOnCiliationをはからなければならなかった

のは,Tda7reEPOp即ち終 り見えざるものを嫌うギ1)シ7人であったためだろう

か｡こ ｣までくると形式化し形骸化した感じである｡

0'Neillの Self-deliverance lO'Neill悲劇を支配している力は,ギ1)シ

7悲劇の運命に対して,人間に内在する生物学的心理学的人間存在の方式,即ち

vidousdrcleの決定論的方式である｡この宿命的な circleからは誰も免れら

れないのであり,両も人間の｢罪と罰｣の意識は psyChologicalmechanism に
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還元されてお り,神と人間の係 り合う契機は本質的には既に存在しないのだ｡

Laviniaが仙Ⅰ'mnotaskingGodoranybodyforforgiveness.Ⅰforgivemy-

self"(I,4)という時, 人間は人間として自分を引受けて生きているのであ

り, 自分を赦し,救うものは自分以外にないものである事を語っている｡而も

との Laviniaの自覚こそ,悲劇がそうさせられ,且つそうせざるを得ないよう

な緊張の中に置かれ, それを自ら樺易するととなく引受け且つ賭けようとする

人間の英雄的な勇気を示す節を含むものであるというその本質性よりして' こ

の作品をはじめて其の悲劇にまで高めているのだと思う｡ Peterの胸の中にあ

って Adam の名を呼んで了った時,LaviniaはnIannon家の Viciouscircle

の中にある事を自覚, 潔くこの運命を引受けになおうとするoⅠaViniaは戸を

釘づけにさして家の中に閉ぢ龍ろうとする｡中野好夫氏は,仙Theend,tome,

isthemostinevitablethinginthetrilogy.Sheisbrokenandnot

broken.ByherwayofyieldingtotheMannonfatesheovercomesit."

という 0'Neillに対し,｢果して彼のいう結末が LaviTliaの勝利であるかどうか

筆者は深く疑問とするところのものであるO｣といっておられるo確に Lavinia
r6)

の `̀AIwaysthedeadbetween!''(I,4)といえる如く,現代のFur]'esは執

糊であり,殺人者は自殺者であったのであ り,良人殺しも母親殺 しも共に香定

されて死に導びかれている｡結果的には Laviniaがviciouscircleの運命を引

受けようと挑戦することは現身の否定であ り破滅に経って いるのであるが,

Aeschylusの PromelheusBoundに於ける雷電のはためく間に奈落に沈む

Prometheusの多が彼の不屈の信念と不操の闘志を-･層顕彰するように, この

戯曲の最後に於ける Laviniaの人間的自覚に達した葵はその破滅にもかかわら

チ,却って自我の実証として彼女の勝利となっていると思う｡

運 命 悲 劇 l悲劇に於ける主人公は何れ も｢私は斯うより他出来ない｣

〃IchkaTlnnichtaTders." と叫ぶのである,宿命的な受苦をにのうものであ
/7)

るが,これを運命に性格に梅園せしめる作者の態度により,運命悲劇,性格悲

劇と呼ばれている｡ この 0'Neillの悲劇を運命悲劇 (或は境遇悲劇)と呼ぶに

異存はないであろう｡ その技巧も現在の境遇を過去の原因で分析して見せる分
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析的構造技巧 (analytischeTecknik)を使用している.されば0'Neillの悲劇

は Shakespeareの性格悲劇に 始まる近代悲劇よりも Aeschylusなどのギ1)

シ7悲劇に近いといえるo例えば,Aeschylusの主人公は Aplloの命令によ

り,0'Neillの主人公はその異常な性格の激 しいjealousyの為にであるが,共に

殺人するに蓬巡するところはない.Shakespeareの訂am letは "tobe,ornot

tobe"という選択に迷っているO との事実は運命悲劇と性格悲劇との相違を

端的にあらわしているoその背後にShakespeareにはキ1)スト教的善悪の意識

があるが,Aeschylusにはそれはなかったし,0'Neillには既に喪われているこ

とを指摘する事は容易であろう.Shakespeareの思考態度は形式論理的 些

AorBであるが,Aeschylusも0'Neillも弁証法的思考法をとっている｡ただ

Aeschylus の場合は bothAandB,0'Neillの場合は neilheZ･A no7･B の

正反の閑係にあるが. このことは Catastrpheに於て極めて明瞭にあらわれて

いる｡Aeschylusは艮人殺しと母親殺し共に認めているが,0'Neillは共に香定し

た結果になってお り,Shakespeareに於ては,なるほどHamletはLaertesの

毒をぬった剣を受けて 死んだが,Horatioや FortiTlbrasによって 仏Thesol-

diers'musicaTldtheritesofwar"をもって厚く葬られて,その義しさを証さ

れている｡

Eil悲劇構造の美学

Kantは悲劇に就いて次のようにいっている. ｢私の考えでは,悲劇と喜劇

との相違は,主として前者に於ては崇高に対する感情性が, 後者に於ては美に

対するそれが動かされる点にある｡｣｢崇高なるものは常に大きくなくてはなら
(8)

ぬ｡ ･･･-崇高なるものは常に畢純でなければならぬ｡｣芙概念の取壊は異なるが
(9)

同様の事を Aristotelasも述べて, ｢美とは大きさと排列に存する｡｣といつ
(10)

ている｡大きさに就いては三部作がAristotelasが悲劇の大きさに就いて定義し

たものを充分満すものであり, ここでは 問題にする必要はない｡AristotelC･Sl

が排列といったのは, Kantの軍縮というのを分析的に表現しただけで,更

に明確にいえば筋 (mythos)の統一性といえるだろう｡AristotelCISは悲劇を

分析して六個の要素をあげ最も重要なものは事件の結合の仕方,筋であると小
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っているO ｢重きものとは,初めあり,中あり,終 りあるものを言う｡｣と述
叫

べ,必然的或いは蓋然的事件の結合の仕方を説き,叉 ｢その重き行動を形作る

所の数個の要素は･･-･･要素のどれ一つでも所を変え,もし引抜かれたならば,

全体は支離滅裂するように組立てねばならぬ｡｣ とし悲劇に於ける構造の堅牢
(lg

さを力説している.Aristotelesの ｢すべての悲劇に於て一部分は島藤,一部は

解決である｡｣から,後にFreytagの五段階説,Volkeltの三段階説に見られ
D3)

る'上昇,鳳点,下降或いは命題,反対命題,総合の悲劇的構造の図式を引出

すととも無理で はないと思う. 三部作の各部は夫々独立した mythosとして

存在するととが出来るが,それ以上に全体としての mythosの統一の中の部分

でなければならないのだ｡

Aeschylusの三部作 l この作品はOresteeの悲劇として素喧しい筋の統

-を示している｡第-部に Orestesは登場しないが,凱旋した Agamemnon

に ClytemnestraはOrestesの居ない理由を話し,叉 Cassandraは不思議な

予言の中で復讐者としてのOrestesの運命を暗示する｡登場こそしないが Aga･

memnon王の非業な最後が悲壮侮 りないものであればあるほど Orestesの運

命の急転 (押ripeteia)の感じを強める0第二部冒頭に成長した Orestesを現

して語らせる (prologos)はよく顧客の心理に応える ものだ｡ Orestesと

Electraの会遍 (anagnorisis)o かくて二人は復讐を遂げるのだが, exOdos

(最後の ChoruS)はAtreus家に三度吹き荒れた血の嵐は何時止むだろうか?

と歌う｡これに答えるのが第三部でOrestesの噴罪 Atreus家の罪業油城の物

語である｡英にGoetheのHEinheitりと りKlarheit" を持ち,ギ1)シ7人の所

謂KαEPdS｢正鵠均皐｣を保っている｡これは叉 Winkelmanがギ1)シ7美術に

就いて説いた ｢崇高なる様式｣という事が出来, ギ1)シア古典時代の彫刻と同

質の精神を持っているといえる｡

0'Neillの三部作 l上述のAeschylusの明快さに比べると0'Neillの作品_ ､- ㌔

は難解であ り,心理学の解説書でもないと十分に理解出来ない｡Cargulが The

GreatGodBroび花 に就いて 山- thespectator,ratherthantheactor,

needsapromptbook"といっているのは,比の作品にも適用される批判であiuE
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る.PartThreeの0rinとLaviniaの葛藤は PartOneのEzraとChristine

の葛藤の繰返しであり,PartThreeは下降,総合というより反覆になってい

る.叉,主人公にしても,PartOneはLaviniaの真相追究の努力をみ, Part

Two,ThreeはOrinの真相追究の努力をみうるのであり,Aeschylusが見事

に主人公を Orestes一人にしぼ りきっているのにくらべて,複雑な感じである｡

此の反覆性や複数性は彼の多くの作品に於て容易に指摘することができ,彼が

turgidであるとか bombasticであるとか批難され,melodrama性を批判さ

れるのと関係があろう｡確に悲劇の畢純さに惇 り,悲劇的構成を弱め, その緊

張を腐噂にしてしまうのだ｡

然し,この作品の反覆性は 0'Neuの Viciouscircleの人生観に由来してい

るのであり,野尻氏が ｢悲劇の説明を Bhnkenshipの言葉に求めればr自然主

義は古い悲劇の概念を廃らせるに至った0 --新しい悲劇の定義が下される時

努力の重しさも其の悲劇を構成し得るものと認めざるを得ないよ うに思わ仙

る. 』かくして,抗すべからざる運命の前に果無い希望の身を托し,何時果て

るともない骨折 りに身を苛む人生の象徴 "TheOpenBoat"は新しい1)71)ズ

ムに立つ現代悲劇の古典となり得るのだ.｣ といわれるように悲劇の変貌とで
胸

もいっていいのかもしれない.

再び然し,崇高感とか悲壮美を悲劇美の本質とする限 りに於て, mythosの

統一は寿邑対的な条件ともいうべく,現代悲劇に於ける悲劇美の衰弱は如何とも

仕難いものといわぬばならぬのだろうかO

園 TragicImpre戚oTl

三大悲劇詩人達も,その思想や技巧に於て夫々極めて顕著な特性を発揮.時代

の急速な推移を感じさせる｡Aristophanesが悲劇詩人として,マラトーンに於

て勇敢に戦った Aeschylusを重んじ,ギ7)シャ最初の書斎詩人であるEuripi-

desを痛烈に批難しているのは悲劇を考える際に暗示的である｡Aristophanes

の説は大体次の通 りである｡ (∋悲劇の真剣さは純真で威厳あり徹底していなけ
06)
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れぼならぬO ㊥ソビスト的論弁であってはならぬo又そのような言動の人物は

悲劇の性格となり得ない｡ ④悲劇的喜劇的混合はいけないo④実践的な意味を

持ち人間をよくするものでなければならぬ｡

書斎の中の分析は往々一人角力の喜劇を演する怖れがあ り, 実践的意味にか

汁,読弁を弄しがちとなるo O'Neillの精神分析学の駆使は巧妙を陸めたが,

この人生の知的解釈はどれだけ一般観客に対して説得力を有するか疑問であ り,

世界や 人生の 図式化は,作品を それが 不手際の場合には際味なもの に し,

characterは:殆んと抽象的影像化して,どうしても重い偉大なものにする事が

出来ないものである｡0'Nillの作品の meldramanessの根拠の一つはこ ｣吃

ある｡0'Neillのこの浅薄さは彼が屡々殺人の 場面を示すところに もよ くあ

らわれている｡deathの場面に如何にも悲劇があるように錯覚している作家の

一人のようだ｡ theseekeraftersenationaleffectといわれ melodramatist

と呼ばれるゆえんだ｡ Aristote16Sは場面による軌条は芸術味を少くするとい

っている｡ ギ1)シ7悲劇が物音や叫びをきかせるだけで,又その後で場面を物

語ってきかせ想像力を刺戟するに遠く及ばないと思う｡各 Partのはじめに市

の代表者を登場させて Chorusに擬 していえが如何にも easy･goingなや り方

であり,殊に PartThreeの幽霊の話は安っぽい humourで喜劇混合である｡

Paganism lLivingstoneは ｢アテ-ナイの言論の自由 7rαPPVOZαを育て
たものに三つの原因がある｡ 聖書がないこと,合理主義の本能,押入同一一型の

宗教から生じた気質,之である｡此の三つは互に入 り交 り,一体となって,ギ

lJシ7人が人生をありのままに見る事を妨げたものが若しあ りとしても, それ

は神でない車を証明する｡｣ とい/JているOギ リシア人は神の干渉を恐れたが
uT)

キl)ス ト数的罪の意識を持っていなかったので, ｢カ-ライルの警句を応開す

れば,神の御前で,度外れに寛いで･.nる｡｣のであるOこれが異に偉大な悲劇
(181

の生れる基盤である｡Agamemnonと Cassandraの死骸の中に立つClytem-

nestraは `̀Hisdeathyeknow:Sheasadyingswan/Sangherlast

dirge,and lies,aserstshelay,/Closetohisside,andtomycouch

haslefりAsweetnewtasteofjoysthatlmowTIOfear"と噴くのである
a9)
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が,神の嫉妬を怖れるといいながらも,紫の布を踏んで進む凱旋将軍Agamem-

non,自分を襲おうとしてtJlる恐ろしい運命とやがて夫を殺した妻や その姦夫

の上に復讐が 加えられるという予言を悲愁魅 りない調子で歌い上げる敵の王

女Cassandraと共に､このClytemnestraのPagan的な強大さは Aglm7enLnOn

を限 りなく壮大なものにしている｡これに比べると,0'NeiuのChristineは表

情,動作にギ))シ7'悲軌を思わせるような暗示もあるが,不貞の恋に身を固くし

ている唯の女性に過ぎぬといった感じがする.

上空空｣真実を知ろうとする偉大な徒労, ここに人間の不思議な存在が
ある｡ ｢きりながら,基虚の中に力を費しうることは人間の光栄である｡｣と

(20)
VaI6ryはうたっているO 此の偉大な徒労が突然に我々の眼前にくりひろげら

れる時,我々は強烈な感動に襲われる｡Bradleyは悲劇感の中心感情を `̀the

impressionofwaste"であるといっている. そして行為者が偉大であればあ
(21)

るほどこの感じは強められるであろう｡悲劇に関する限 り,美は全きものとし

て明瞭に理解される範囲で大きけれぼ大きいほど美しいとする AristotelC･Sの

理論は真実であろう｡ ギリシア悲劇やシェイクスピア悲劇に比較して,現代の

悲劇が壊小な感じが するのはいなめない｡Aga〃7emnOnに於て,王が凱旋する

までに,長々と王の壮業が物語られるが,この部分はあの壮大な悲劇感を,

impressionofwasteを誘発する重要な役割をなすのであろう｡0'Neillの歩合

は,南北戟皐から一人帰宅する EzraMannonと,その発作的死には偉大さも

wa･qte感もありはしない｡Cunliffeは実に適切な批評を数語でなしているo ｢

彼の人物たちは身長を欠いているので,彼らの主張には,人を十分肯定させる

だけの力がない.｣
(22)

〔ⅠⅤ〕

人類に寺院と劇歩とを即ち宗教と芸術とを与えた ものは人間の 同じ衝動であ

るといわれているが,0'Neillはそういった未分の純粋な衝動に溢れていて,彼

の劇作という行動は新しいGodを求めようとして,あの原始的な舞踏といった

ものを感じさせられる｡0'Neillは人生と真面目に取 り組み,思索するに労を惜
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まなかった人である.思想家としては余 り多く他から影響され易く,詩人とし

ては冗慢さを持ち過ぎていて決して一流の芸術家といわれないかもしれないが,

彼が芸術家というものを人生の探求者と見ていたように.彼の姿勢にはたゆま

ざる求道者的なものを感じさせられるのだoMourningBecomesEleclllaはその

0'Neillの思索が頂点を鋲め,自己の悲劇を確立したもので,既に冗舌を尽した

にもかかわらず,この作品の思想性を 0'Neillの思索体験全体の流れの中に把

握しておきたいと思うのであるo

額 BclOnging

人は常に何物かに自己を belongさせて安定を得ようとする｡ bebngすべ

きものを失う時,belongすべきものを求めて苦悩の海を漂泊しなければならな

いoHairyApe(1922)の主人公のようにo これは人間の内面生活の林木的峯

である.0'Neillはこの事を自覚していた作家であ り,belongすべきものを失っ

た現代人を執鋤に追求して行ったoO'Neillが嘗て uMostmodernplaysare

concernedwiththerelatioTlbetweenmenandmen,butthatdoesnot

interestmeatall.Iam interestedonlyintherelationbetweenmanand

God,"といったというが,上述の事を語っているo又愛の本質は belongingの
(ll

感情であ り,`̀relationbetweenmanandGod.乃は広義に解せられた `̀love"

に置き換えられると思う｡ 0'Neillの全作品を貫くものは loveとdeathの

themeであるゆえんだ｡

RegressioniO'Neillの初期の多幕物 (BeyolidtheEmlizon(1920)から

Allaod'sChillunaoIWings(1924)まで)に於て,この世に於て愛するこ

とが如何に困難であるか,即ち愛しようとしながら心の歪の為にtOuCh出来な

い暗く重い人生を措いている (Bey仇dtheHortkon,D/fT'renl(1920)Welded

(1924),AllGoこす'sCJLillunGotWin.,,,S,etc･)o愛の果無さを感する時,人

は独来独去しなければならない孤独の姿に戟懐せずに は いられ な い (The

Straw(1921))obelongする事を得ず漂う人生には pesSimism の影が濃いo

この頃の 0'Neillは原始的生命力に belongする事の可能性を感じているが

-(62)-



一度 文明社会に入ると 原始人に後退する事は不可能である (EmperorJones

(1920),TlleHairyApe).叉AllGod'sc'.7LillunGotWingsに於ては 小児

の心に戻る事によって,tOuChする事の可能性を見出している｡此処で prim-

itivism と精神分析学の影響を指摘するまでもないと思う｡

氷 却 回 帰 iFreudはHlifeinstincts"と同時に `̀deathinstincts"を説

いた.人間の内面に於ける自己破壊的傾向の強さを認識 したのであろう｡ 精秤

分析学では死の願望を認めようとした｡Jung流に解釈すると,｢これは母の胎
内-戻って再び生まれ出で, 太陽のように不死になろうと云 う希望である｡｣

(2)

というのである｡loveが不可能な現代人に死 も又belongすべき望ましいimage

と太って現れる｡ 0'Neillに於けるこの影響は,永年 愛読した Nietzsche,

又 東洋的思想とも合して,TheFmLnta,('n(1925)の 永遠の生の泉の一滴とな

って自然の風情の中にとけてゆこうとする,頻死の床の JuanPoncedeLeon

の悟 りとな り,DesireUnderlheElms(1926)の 最後の券面,嬰児殺しの 罪

をAbbieと共にしようと決心した Ebenは高揚した愛情の中で HSun'Srizin'.

Purty,hain'tit?"とAbbieに呼びかける,善悪を越えた生命の世界の誕生を

予想し,さらにTheGreatGodBrown(1926)のActFourSceneTwo,

EarthMotherの象徴ともいうべき Cybelに抱かれて,頻死の Brown,̀ Ànd

whenIwakeup･･?"Cybel,HThesunwillberisingagain."HThankyou,

Mother,Ⅰ'm gettingsleepy.What'stheprayeryoutaugI止 me-our

Father-?"斯して,山AIwaysspringcomesagainbearinglife!Always

againTAlways,alwaysforeveragain!-Springagain!-lifeagain-"

回帰 の 中に 入って ゆく｡そして MarcoMi'llions(1928)に於ける Kublain

のHBeimmortalbecauselifeisimmortal.ContaiTltheharmonyoEwomb

andgravewithiTlyOu!Possesslifeasalover-thensleeprequitedin

thearmsofdeathIlfyouawake,loveagain!Ifyousleepon,restin

peace!"(Act3Sceneii)の絶対 生命の肯定とな り,人は loveと peaceに

belongLようとする.0'Neillの Zarathustraといわれる LazarusLaughed

(1928)のLazaruSは"Laugh!hugh !ThereisonlyJiモeどThereisonly
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laughter.TFearisnomore!Deathisdead!"なる Dionysus的絶対生命肯

定の福膏を説く｡Ⅰノ㌶amSはgraveより蘇って,老人,壮年,青年,小児と人生を

生き,叉遂に火刑の煩の中より,彼の魂は …wombofInfinity"の中に飛期し

てゆくのである｡人は wOmbとgraveの門をくぐって永遠に回帰するのであ

る｡

蘭 DctqmimiticCircle

NinaのNomina旺sm 血zarus LauJqhedの中で蛾のようにひっそりと

していて而も書々の注意を惹かすにはおかぬ存在があるo笑わぬ Miriamであ

る｡LazaruSの妻であり,常に彼に従っているのだが,夫と共 に笑 わ ないの

だ｡彼女の仮面の両眼は閉ぢられ胸に小だく児を思う如く内面に 向けられてい

る｡愛,分娩の背痛,母の愛,離居の苦痛,老境の淋しさ生命の重さにぢつと

堪えている永遠の母性なのである｡ TheGtreatGod BroLL･nに出てくる娼婦

Cyt光1と同じ生命の原理を担える EarthMotherである｡Miriam には生と

死を越える抽秦的絶対生命など分らないのだ0両も TiberiusがLazaruSの福

音を読めそうとして毒入 りの桃を与えると悲 しみに堪えて受け入れようとする

Miriam は悲劇的性格を備えているo TheGreatGodBrorLLnに悲劇美を与え

ているものがあるとすれh',Cybelが深い苦痛に堪えて春と生命の回帰を歌い,

全世界を凝視する大地の偶像のように立ちつくす姿であったoO'NeillがNina,

Laviniaと女性を悲劇の主人公に取 り上げようとするのは自然 であった.叉死

の肯定が母の胎内に帰 りたい という願望の幻想に過ぎないと悟るものが あれ

ば,それは生命の母,女性であった｡

JgtrangeInterlude(1928)の Nina は何か信じたい と思う, 然し彼女が

`̀ThemistakebeganwhenGodwascreatedinamale]'mage.Ofcou巧 e,
womenwouldseeHim thatway,butmenshouldhavebeengentleman

enough.rememberingtheirmothers,tomakeGodawoman!"(Act2)

という時,Godというものは人間の願望の作 り出せるものだという事を洞察し

ているのだ｡ここに NinaのnOminalism が生れる｡

DoIseem queer?It'sbecauseI'vesuddenlyseentheliesinthesoundscalled
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words.- Saylie- (Shesaysit.drawingitout)L･i-j･七!Now saylife.L-i-i･f･七!

Yousee!LifeisjustalongdrawI1Outliewitha8nifflingsigh attheend!

(Shelaughs.) (AcL2)

belong Lようとするのは生命の原理だ｡それが阻まれる時基虚感が生れる｡

0'NeillはDionysusの歓喜乱舞をやめて,叉模索の舞踏にかえる｡今度はNina

は女の表面的な生活の多忙さの中に苦悩を解治しようとする｡ だが人生の黄昏

に入った時の NiTmの告白はこうだ."-･･･theonlylivinglifeisthepast

andfuture･･･thepresentisaninterlude･-strangeinterludein which

callonpastandfuturetobearwitnessweare止ving!"(Act8)も抹や,

生というものは,過去の息出と未来の夢でしかないものになって了ったo

NWherehehaddenieddeath,hecametodenylifeaswell.Caught

betweenacontemptforlifeanddreadofdeath,hefoundamLXIw

operandiinanesthesia!"とEngelはいっている｡
(3)

Nilla`̀･---todiejllpeaCe!Ⅰ'm socoIltentedlyweaTlylife!"(Act9)

DeterministicCircleI Dynamo(1929)に就いて 0'Neillが Nathanに
送った書翰の中で

Theplaywrightto-day TnuStdigattherootsofthe8icknessto-day a8he

feelsit- thedeath oftheoldGodandthefailureofscienceandmaterialism

Lo giveanysatisfying new oneforthesurvivingprimitivereJigjousinstiIIcttO

findameanillgforlifeinandtocomfortitsfearofdeathwith.

といっているが,StrangeInterlude,Dynamoで彼が現代の病根を掘 り下げ

ようとしたことを語っている｡ jglrangeZnlerludeで彼が生物学を導入した事

は注目されねばならない.この作品ほど死が頻繁に出る作品は珍しいが,今迄

の作品と比べると,死そのものは殆んど無感動で植物的死に規するo悪質の遺

伝を担った胎児は芽のように取 り去らねぼならなかった｡ 又 仙bealthy male

tobreedby"を求めて,丈夫な子供を作る実験が行われた. ここで人間は生

物学的存在,遺伝の迭別に支配される地上的連続として理解されようとする｡

叉人間の苦悩は心理的 dilemmaに精神分析学的解釈に還元されている｡ Dy･
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namoの主人公Reubenが dynamoに身を投じ母の胸にいだかれるように死ん

でゆくのは,OedipusComplexの心理学的解釈を示しているに過ぎない｡ 生

物学と心理学のdetem inism の支配する世界, 斯様な生活様式の中で全体的

統一体としての自我は立脚地を失い,茎虚化する｡0'Neillはこのdeterministic

circleの中に転々として belongLようとして belongL得ない現代人を見た

のだ｡斯様に 0'Neiu は明に人生解明に科学が失敗し無力であることを自覚し

ているのだが,それでは彼が新しいGodを見通してこれらの戯曲を書いたとか

いうと決してそうでない｡彼も又deterministiccircleの中にある現代人であっ

た｡されば,CargillがjglrangeZnterludeに就いて.此の戯曲で起 りそうに思

われる事は第二の Gol.don(Ninaの子) の飛行機 も又墜落,舞台を破るこ

とだ,そして再び "dreadfulcircle"が始まることだ,0'Neillがそうしなか

ったのは費用がかかるからだと感じ,DaysWl'lhoulEnd(1934)に 就いて,
(4)

Wintherが ｢その夜 も更けて,ジョンが書斎に一人待っていると,死んだと思

ったかのラビングがすぐ肘発きに立って,冷切的な笑を部屋中に払びかせる｡

こそ迄の議論がとこに再び蒸し返される｡ ラビングは疑問を持ち出し,一旦は

言tl込められても,遂には本当の勝利を得るに至る｡何となれば,ラビングの

心は詮索の心,懐疑の心,而してまたユージン･オニ ールの心だから｣と想像
(5)

せざるを得なかったのである｡

この determiTlisticcircleが Ninaが其処で苦悩する世界であったのだ｡こ

の deterministiccircleを明確にし認識したものがviciouscircleであるがこ

れに就いては既に述べたので説明の必要はないであろう｡

主体性の自覚 l 愛し合う事の出来ない宿命の人間がなお愛を求めようとす

るならば,それは迷というものであろうか｡ この自覚に日常性の Veilかふけ

られている時は諦めとな り人の心にしのびよる｡StrangeZnterludの apathy

の状態 がこれである｡MmmdngBecm7WSEleclraに於けるViciouscircleの

自覚はこの Veilを剥奪せしめ,apatllyの域を超脱して,この作品を兵に悲劇

にまで高めている｡

1'm notgoingthewayMotherandOrinwent･That'sescapingpunishment.
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Andthere'snooneJefttopunishme.1'm thelastMannoll.1'vegottopunish

myself!Livingaloneherewiththedeadisaworseactofjusticethandeathor

prlSOn!Ⅰ'11れevergooutoTSeeanyOne!Ⅰ'llhavethesbutteTSnailed closed so

no sunlightcan evergetin.Ⅰ'Lllivealone with thedead,aI-dkeeptheir

secrets,andletthem houndme,untilthecurseispaidoutandthelast Ma-

nnonjsletdie!(Withaslrwzgeeludsmileof9ldin901,ertheyealtSOfsdi-lourlw･e･)

Ⅰknow theywiuseetoit1 live fora longtime!Ittakesthehfannonsto

punishthemselvesforbeingbom!

これ は MourningBecomesEleclraの最後の鼻面の Laviniaの科白で あ

る｡ Peterの腕にあって我知らず Adam の名前を口ぽしった時に, Lavinia

はviciousdrcleの中にある自分を知 り,愛人Peterを故意に去らしめる｡ そし

て先に ul'm notasking God or anybody forforgiveness.Iforgive

myself.I"と叫んだ Laviniaは自分の運命をた じろかす引受けて,今度は自ら

自らを罰そうとするのである' そしてこれが又自分を救うものであることも知

っている｡これは明に今迄の 0'Nei11のCharacterと違ったものである｡自分

の自由意志で自分の行為を決定するという自覚を持った人間が 生れ た の だ｡

0'Neillは此の戯曲の最後に於て Laviniaの tragicchoiceを通して主体性を

持った人間を発見したのだ｡ されば 0'Neillは IIShe is broken and not

broken.By herwayofyieldingtotheMannonfatesheovercomesitM

と h viniaの勝利を信じたのであるo

0'Neillは斯ような人間発見のよろこび に於て,Ah,Wiklerness(1933)め

青年前期的 loveの回想の余裕が出来たのであろう｡ 彼は人間を大きく肯定し

平凡な人生に愛の可能性を見出そうとするのであろうか｡ DaysWilhoulEnd

(1934)に於ては十字架の前に脆く祈癌を通して愛の不滅性を得ている｡Mourn-

ing BecomesEleclra の人間自覚による自己解放が,死を意味するのでなく

生となるためには,Catholic的神秘的な世界に於ける God とのかかわ りあい

を必要と感じたのであろうか｡然しこれらは当時の0'Neinの心理的,経済的余
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裕から生じた思索の通常化に外ならなかったと思われる｡0'Ne山が12年の沈黙

の後1946年に上演された TheIcemanOomethに於ては,魅めて t光fBmjsticな

影が濃い｡人間は夢によって生きている,夢を破る事は死を意味する,然し心

の平和を得るためには夢を破る勇気を持たなければならない,死だけが心の平

和をうる道だと説いているようだ｡

人生が過去の思い出と未来の夢に過ぎない事 は既に Ninaも知って いた｡

Mannon家の者k:とっては,`̀Lifewasadying.Beingbom wasstarting

todie.Deathwasbeingbom"(Ⅰ,3)であったのであり,0rinは平和を得

る道が死であることも知っていた｡又 Lavinjaは死の深淵に立っている自分を

自覚していた筈だoO'Neillは世界を包む絶対の死を凝視し始めていた｡

然し,死の深淵に臨み,そこから跳躍しようとした Laviniaの人間の自覚は

一体どうなったのであろうか｡ なるほど.Hickeyは夢を破って自己を直税す

る勇気を説 くのであるが,self-deliverance-deathという方式の中で踊らされ

そのplacardをふ りまわしている人間にしか見えない｡Ⅰ.aviniaに於ては 紀lf･

deliverance-deathは結果論であった｡Ⅰ.aviniaに於ては人間は世界を超えた

かに思われたが,Hickeyに於ては人間は再び世界に従属してしまったようだ｡

Lavinlaの自覚さえ,上の引用文,殊にその 卜書の部分に感ぜらると思うの

だが,自己虚侍的傾向に帰国される危険があり,0'Neillの人間の主体性の自覚

は略解で育たなかったのであろう｡0'Neillにとって人間性とは原始的生命力の

いいであったのであ り,彼の体験と思索の中には理性的人間像は入 りこんでく

る余地がなかったようだ｡こ ｣に於て,彼は社会主義や実存主義などの面に於け

る人間の飛躍をみることは出来なかった｡ 更に大きな見地よりすれば,Freud

などが決定的影響力を持った その時代的特徴, 軸索的観念的思索性に欠ける

Tメt)カの風土的制約などを指摘出来ようが今は喋々する余裕がなvl｡

死は 0'Neillにとっては,以前に引用した Thirslら初期の一幕物以来すっ

と常に彼が向いあわなければならなかったものであり,彼の全作品は死に就vl

て思索したものであるとさえ思われるのだが,斯くして遂に死に belongする

に至った｡
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